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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
今 、
米
軍

の
攻
撃
に
加
え
て 、
干
ば
つ
で
あ

え
い
で
い
る 。
人
口
の
半
分
に
当

た
る
千
二
百
万
人
が
被
災 、
四
百

万
人
が
飢
餓
線
上 、
百
万
人
が
餓

死
線
上
に
あ
り 、
家
畜
の
九
割
が

死
滅
し
た
と
い
わ
れ
る
（
二
0
0

0
年
六
月 、
W
H
o)

。
パ
キ
ス

タ
ン
に
逃
れ
た
難
民・
ニ
百
万
人

と
い
う
数
字
が
雄
弁
で
あ
る 。

図
ら
ず
も
「
ア
フ
ガ
ン
空
爆」

で 、
ペ
シ
ャ

ワ
ー

ル
会
が
こ
の
実

態
を
訴
え
る
機
会
が
あ
っ
た 。
本

当
は
戦
争
と
こ
ろ
で
は
な
く 、「
生

き
る
こ
と」
そ
の
も
の
が
問
題
だ

っ
た
の
で
あ
る 。
そ
の
後
の「
復
興

支
援」
の
成
果
は
と
も
か
く 、
こ
の

事
態
は
ほ
と
ん
と
変
わ
っ
て
い
な

い 。
当
然 、「
帰
還
難
民」
は 、
大
半

が
国
外
へ
再
び
出
て
ゆ
く 。

P
M
S

（
ペ
シ
ャ

ワ
ー

ル
会
医

．
療
サ

●
ビ
ス）
が
現
在 、
最
も
力 、

棋
界
の
屋
根

温
暖
化
で
ガ
年
雪
解
け
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砂
摸
化
進
行

を
注
い
で
い
る
の
が 、
こ
の
干
ば

つ
対
策
で
あ
る 。
乾
燥
地
帯
で
あ

る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で 、
九
割
を

占
め
る
農
民・
遊
牧
民
た
ち
の
生

存
を
可
能
に
し
て
き
た
の
は 、
世

界
の
屋
根・
ヒ
ン
ズ

ー
ク
ッ

ン
ュ

山
脈
の
白
い
万
年
雪
で
あ
る 。
冬

に
積
も
る
雪
が
夏
に
解
け
出
し 、

川
沿
い
に
沃
野
（
よ
く
や）
を
提

供
す
る 。
い
わ
ば
巨
大
な
貯
水
槽

で
あ
る 。

し
た
石
エ
た
ち
が 、
用
水
路
の
壁

日
本
の
農
業
土
木
の
復
元
を
図
る

面
工
事
や
眼
鏡
橋
の
建
設
で
大
活

よ
う
な
も
の
で
あ
る 。

躍
し
た 。
よ
く
見
る
堤
な
ど
も 、

帰
国
中
は 、
近
く
の
堤
や 、
川

江
戸
時
代 、
戦
国
時
代
に
造
ら
れ

筋
を
熱
心
に
散
歩
し
て 、
昔
か
ら

た
古
い
も
の
が
い
ま
だ
に
現
役
で

残
っ
て
い
る
エ
法
を
調
べ
た 。
調

あ
る 。

べ
る
ほ
と
に 、
見
事
だ
と
し
か
言

結
局 、
私
た
ち
が
採
用
し
た
の

い
よ
う
が
な
い 。
無
駄
な
く
自
然

は 、
現
地
の
技
術
で
あ
る 。
ア
フ

の
生
態
系
に
溶
け
込
ん
で 、
他
の

ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
石
エ
が
健
在
で，
生
物
た
ち
と
共
存
し
て
い
る 。
堤

あ
る
し 、
鉄
線
で
蛇
籠
を
作
る
職

は
養
魚
地
で
も
あ
る
し 、
周
囲
に

人
も
い
る 。
水
路
掘
削
な
ど
も 、

植
え
ら
れ
た
落
葉
樹
の
森
は
豊
富

大
抵
の
土
木
機
械
が
現
地
で
維
持

な
有
機
質
の
腐
葉
土
を
作
る 。
石

で
き
な
い
の
で 、
つ
る
は
し
ゃ
シ

垣
は 、
魚
や
動
物
た
ち
の
す
み
か

ャ
ベ
ル
で
の
人
海
戦
術
に
落
ち
着

を
提
供
す
る 。

い
た 。
つ
ま
り
は 、
す
べ
て
地
元

だ
が
今 、
あ
ら
た
め
て
田
舎
の

の
素
材
と
技
術
を
基
礎
に 、
昔
の

風
景
を
見
て
い
る
と 、
同
や
ら

寒
々
と
し
た
気
持
ち
に
襲
わ
れ

る 。
日
本
中
の
小
川
が
コ
ン
ク
リ

ー
ト

で
固
め
ら
れ
て 、
ど
ぶ
川
に

近
い
も
の
も
少
な
く
な
い 。
田
ん ｀

ぼ
が
宅
地
に
転
用
さ
れ 、
無
用
な

ま
で
の
砂
防
ダ
ム
が
至
る
所
に
見

ら
れ
る 。
魚 、
カ
ニ 、
カ
エ
ル 、

ア
メ
ン
ボ
な
ど
の
水
生
動
物
は
絶

滅
に
ひ
ん
し 、
日
本
農
業
の
衰
退

を
告
げ
て
い
る 。

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ
ト
に
行
く

と 、
き
れ
い
に
パ
ッ

ク
さ
れ
た
輸

入
食
品
が 、
こ
れ
が
グ
ロ
ー

バ
ル

化
の
恩
恵
だ
と
い
わ
ん
ば
か
り
に

並
ん
で
い
る 。
伺
や
ら
遠
い
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
が 、
旧
（
ふ
る）
き

良
き
日
本
へ
の
郷
愁
を
か
き
た
て

る
よ
う
で
仕
方
な
か
っ
た 。

（
医
師・
ペ
シ
ャ

ワ
ー

ル
会
現

地
代
表）
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「
ペ
シ
ャ

ワ
ー

ル
か
ら
沖
縄

へ」
は
毎
月
第
4
日
曜
日
に
掲
載

し
ま
す 。

哲

． 

＿干ばつにあえぐァフガシ
―

]
だ
が
今 、
こ
の
白
雪
が
次
第
に

消
え
て
い
る 。
地
球
温
暖
化
で 、

暖
か
く
な
る
と一
挙
に
鉄
回
水
の

よ
う
に
解
け
下
り 、
大
地
が
干
上

が
っ
て
し
まっ 。
砂
漠
化
が
確
実

に
進
行
し
て
い
る 。

そ
こ
で
私
た
ち
は 、
井
堰
（
い

せ
き）
・

た
め
池
な
ど 、
日
本
式

の
水
利
事
業
に
着
手
し
た 。
自
分

が
日
本
人
だ
か
ら
で
は
な
い 。
現

地
と
日
本
は 、
自
然
条
件
と
治
水

対
策
が
非
常
に
似
た
点
が
あ
る
か

ら
だ 。
「
治
水」
と
は 、
洪
水
対

策
だ
け
で
な
く 、
灌
漑
（
か
ん
が

い）
•

水
利
事
業一
般
を
兼
ね
る

も
の
で 、
英
訳
で
き
な
い 。

日
本
は
降
雨
量
が
格
段
に
多

い 。
だ
が 、
米
作
を
中
心
と
す
る

農
業
で
両
者
は
共
通
し
て
い
る 。

米
作
は 、
夏
か
ら
初
秋
ま
で 、
一

定
の
水
置
を
田
に
張
ら
な
い
と
成

り
立
た
な
い 。
日
本
で
は 、
梅
雨

と
台
風
時
の
洪
水
を
防
ぐ
と
と
も

に 、
こ
れ
を
貯
水
し
て
乾
期
の
秋

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
き
な
課
題

で
あ
っ
た 。

私
た
ち
の
先
祖
が
千
数
百
年
を

か
け 、
営
々
と
築
き
上
げ
て
き
た

も
の
が 、
現
在
各
地
で
無
数
に
見

ら
れ
る
井
堰・
た
め
池・
堤
で
あ

る 。
大
河
の
水
を
利
用
で
き
る
地

域
が
限
ら
れ 、
急
し
ゅ

ん
な
地

形 、
無
数
の
小
渓
谷
と
小
河
川 、

一
定
時
期
に
集
中
す
る
降
雨 、
こ

れ
ら
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
も
同
じ

で
あ
る 。

と
こ
ろ
が
日
本
で 、
水
理
工
学

の
専
門
家
筋
に
尋
ね
た
と
こ
ろ 、

現
在
わ
が
国
で
は 、
都
市
用
水 、

工
業
用
水 、
防
災
が
主
流
で 、
灌

漑
な
ど
農
業
土
木
の
技
術
は
廃
れ

つ
つ
あ
る
の
だ
と
い
う 。
さ
ら
に 、

農
業
土
木
の
華
本
技
術
は
江
戸
時

代
に
完
成
し 、
明
治
以
降
は
そ
れ

を
引
き
継
い
だ
も
の
ら
し
い 。

例
え
ば 、
護
岸
工
事
に
使
わ
れ

た「
蛇
籠（
じ
ゃ
か
U)」
が
あ
る 。

か
つ
て
は
長
い
竹
の
籠
に
石
を

詰
め 、
こ
れ
を
岸
辺
に
並
べ
て

水
庄
を
防
い
だ 。
ま
た 、
熟
練

井
堰・
た
め
池
に
着
手
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